
地域学部



【活動概要】

昨今の鳥取県では、JA（農業協同組合）系のスーパーである
Aコープやポプラの閉店・撤退によって、中山間地域における
買い物困難者の問題が焦点化されつつある。2023年度鳥取大学
の必修授業「地域調査プロジェクト」を受講したFグループの
学生12名と教員（竹川・菰田）は、倉吉市関金地区における買

い物弱者支援問題に取り組んだ。机上学習を経て、倉吉市企画
課・関金コミュニティセンター・関金地区振興協議会・倉吉市
社会福祉協議会等と連携、進行中の買い物弱者支援政策（買い
物代行・買い物ツアー等）に関する学習・地域住民へのインタ
ビューを含めた定期的なフィールドワークを重ね、学生を主体
にした買い物代行チケットの原案作成・利用PR動画の作成
（写真1）、住民の多世代交流&啓発イベント（写真2・3）を
実現してきた。その中でも来場者数174名を数えた2023年11月
19日開催の地域イベントは読売新聞で取り上げられたばかりで
なく、参加者アンケート（80名）からこのイベントを次年度以

降も継続する要望と共に高い評価を得た。その後、関金庁舎内
に「新鮮市場 せきがねストア」が2024年3月31日に開店、引き
続き関係学生と共に協力支援活動を継続中である。

✐ 教育、社会貢献

関金町における買い物の場の存続×多世代交流プロジェクト
～関金地区振興協議会との連携による「ふれあい市場」の開催～ 地域学部

【担当】代表者：竹川俊夫・菰田レエ也
（地域学部地域学科地域創造コース）

写真1：地域活動への支援

写真2：多世代交流のためのイベント実施

写真3：地域住民への啓発とメディア掲載

地域学部

【担当】代表者：竹川俊夫（地域学部地域学科地域創造コース）

【活動概要】

地域学部地域学科地域創造コースの専門科目である「社会福祉」「福祉行財政」「地域福祉」について、初
年次必修科目である「社会福祉」では、“社会福祉”や”社会保障“といった概念について学ぶとともに、少子高

齢化や世帯構造、就業構造、地域構造等の社会変化をふまえながら、貧困をはじめとする様々な生活リスクに
対応する社会保障・社会福祉制度の概要や、イギリス・日本における発展の歴史、福祉行財政の仕組み等につ
いて基礎的な学びを提供します。

2年次選択科目である「福祉行財政」（前期）では、国や自治体が実施する専門的な社会福祉の制度やサー

ビスの側面を中心に講義を行います。前半の総論では、社会福祉の行財政の現状や社会（福祉）政策の理論に
ついて理解を深めるとともに、後半の各論では、生活保護や生活困窮者自立支援制度を核とする、貧困や社会
的排除、社会的孤立の克服に向けた対策や、介護保険制度を中心とする高齢者保健福祉サービスを通じた高齢
者の生活支援の現状と課題等について学びます。

2年次選択科目である「地域福祉」（後期）では、地域住民やボランティアが主体となって地域を基盤に自

主的に取り組まれる福祉活動にスポットを当て、ノーマライゼーションやソーシャル・インクルージョンの理
念をふまえながら、住民が福祉活動に主体的に参加する意義や参加促進に向けた各地の取り組みを学びます。
さらに、住民参加を支援する専門機関としての社会福祉協議会の役割について学びながら、持続可能な福祉の
まちづくりの現状と課題について理解を深めます。なお授業においては、社会福祉協議会で活躍している専門
職（コミュニティソーシャルワーカー）を招いて、地域課題の解決のために実際に地域社会にどのように働き
かけて住民主体の福祉活動を促進させているかについて、リアルなお話を伺う機会を設けています。

社会福祉 福祉行財政 地域福祉

✐教育
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地域学部

【担当】代表者：竹川俊夫（地域学部地域学科地域創造コース）

【活動概要】

鳥取県八頭町では、2012年に策定された第1次「八頭町地域福

祉計画」によって、住民が地区を単位に自主的に福祉活動や防
災・まちづくりに取り組む「まちづくり委員会」の設立が提起さ
れ、2025年4月現在、14地区中12地区まで組織化が進むとともに、
高齢者の介護予防活動（100歳体操）や地域交流活動（まちづく
りカフェ）を中心に様々な福祉活動が実施されています。

現在八頭町は、八頭町役場と八頭町社会福祉協議会が2024年3
月に共同策定した「第2期八頭町地域福祉推進計画」に基づき、

まちづくり委員会の機能強化を通じて地域包括ケアシステムづく
りや地域共生社会の実現に取り組んでいますが、そのためにはよ
り多くの住民の参加と協力が必要です。本研究は、そうした課題
に応えるべく、住民が「我が事」としてまちづくり委員会の活動
に参加し、地域の様々な団体と福祉専門機関が「丸ごと」つなが
るための学びの場づくりと、それを通じたまちづくり委員会のさ
らなる発展や八頭町全体での包括的支援体制の構築に向けた方策
を実践・研究するものです。

鳥取県八頭町との連携による

地域共生社会の実現に向けた地域を基盤とする住民主体の福祉活動推進
基礎組織づくりや福祉の学び場づくりに関する研究

✐研究

地域学部

【担当】代表者：村田周祐（地域学部地域学科地域創造コース）

【活動概要】

鳥取県東部を舞台として、地域で活躍する農家・林家・漁家
と鳥取大生の協働によって、アンダーユースとなった海・山・
野の再資源化を目指す地域共創実学教育です。

具体的には、鳥取県東部の「耕作放棄地」「間伐遅れの山」
「放棄漁場」を再び糧とする営みに、地域学部地域創造コース
の学生らが身体を伴って参画します。そして、現場が直面する
具体的な課題を身体で体感したうえで、学生らが現場と共に悩
んで問題解決の道を模索するためのワークショップを実施して
います。

本授業の特徴は、第一産業（農業・林業・水産業のすべて）
を通じて、自然と共にあろうとする人々との協働するなかで、
「人と自然の関係」を学ぶ授業形態にあります。アンダーユー
スという現代的な地域課題の最前線で模索する人々との身体ベ
ースの協働から、「持続性」の理念を再考する「学びの場」を
創出しています。

自然の「過少利用問題」解決を目指す
地域共創実学教育

✐教育
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地域学部

【担当】代表者：山下博樹（地域学部地域学科地域創造コース）

【活動概要】

地球温暖化への対応から低炭素社会への転換が求められ、コ
ンパクトシティなど脱クルマ依存型の都市形態がよく知られる
ようになりました。他方で多くの都市がモータリゼーションに
対応した都市構造となっている地方圏の現状では、それだけで
は住みよい都市にはなり得ません。リバブルシティは、欧米で
はポピュラーな望ましい都市の概念で、インフラ整備による生
活利便性のほか、経済基盤や治安、教育など多様な評価観点を
もつ点に特徴があります。本研究では生活利便性に優れた大都
市型の都市タイプだけでなく、それとは異なる住民の生活満足
度の高い多様な都市の在り方などを、国内外の事例を比較検討
することを目的としています。

他方で21世紀は、途上国の人口増加にともないこれまで人間

活動が低調であった地域でも都市開発が活発化し、砂漠など乾
燥地での開発が進んでいます。こうしたサブ・アネクメーネで
の開発は環境負荷が大きく、持続可能性が低いなど多くの課題
があります。かかる地域での都市開発の動向や課題についても
視野を広げ、研究に取り組み教育に還元しています。

都市再生論
持続可能で住みよい都市の在り方に関する国際比較研究

✐教育、研究

地域学部

【担当】高橋健司（地域学部地域学科人間形成コース）

【活動概要】

山陰では、「一式飾り」と呼ばれるユニークな民俗行事が、江
戸時代後期より受け継がれています。これは地域の祭りにおいて
町内ごとに、住民が協働して陶器一式など同種の生活道具だけを
用いて、話題の人物や干支の動物などに見立てて飾り、作品の腕
を競い合うもので、暮らしを彩る創作活動として、地域で長年親
しまれてきました。しかし近年の人口減少によって「一式飾り」
の担い手が減少し続け、これまで地域の絆を深めてきた伝統行事
の存続が危ぶまれるようになっています。

こうした状況に対し、高橋研究室では2011年より毎年地域と連

携してフィールドワークを実施し、地域の方から伝統の技を学ぶ
など、「一式飾り」の価値を探求する研究に取り組み、その知見
をもとに2014年から「一式飾り」が伝わる鳥取県南部町法勝寺地

区の西伯小学校において、「まち未来科」の一環として「一式飾
り」の価値を再発見する学習を毎年新たに開発して実践し、これ
からの地域を担う人材の育成に継続して取り組んでいます。

地域の伝統行事を担う人材の育成
―地域と連携した山陰の「一式飾り」の継承の取り組み―

✐教育

地域の⽅から指導を受けて制作・展⽰した⼭陰の
「⼀式飾り」。写真は陶器⼀式による作品。

地域と連携して2014年から毎年⼩学校で
実践している「⼀式飾り」の授業⾵景。
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地域学部

【担当】鳥取大学地域学部地域学科人間形成コース・
教員養成センター

地域調査プロジェクト（人間形成コース2年次演習・実習系科目）

✐教育

２０２５年度のプロジェクトテーマ

地域の学校や児童クラブ、
こども食堂など、人間形
成に関わる様々な場所が
調査対象となる。

フィールドワークや教育
実践、実験的研究など、
多様な調査方法を用いな
がら活動を展開する。

【地域と教育】
・夜間中学とは？
・外国人にとっての地域／地域にとっての外国人
・地域の読書環境を考える
・地域（鳥取）を題材とした物語創作
・「総合的な探求の時間」への参与観察

【発達福祉】
・発達・教育・心理・福祉・障害者問題に関する研究提案
・特別支援教育・障害者福祉の問題に関する調査研究
・〈家族〉のかたちを考える
・赤ちゃん学のすゝめ

【学習デザイン】
・授業づくり入門
・理科授業の課題とその改善
・「子どもの音楽イベント」の企画と実践
・「授業観察」を科学する
・地域のマラソン・駅伝大会を考える

【概要】人間の形成作用（産・育・訓・教）及び生涯にわたる人間
形成を見通す、地域教育をとらえる上で共通に持つべき基礎的方法
を学ぶとともに、具体的な地域の教育にふれることで、地域教育を
学ぶ意欲を培う２年次開講科目である。教員が、それぞれの研究分
野の特色を生かして立ち上げたプロジェクトに分かれて学習活動が
展開する。地域における諸活動を教育という視点から捉える能力を
身につけること、疑問を持ち、科学的な手法を用いて検証する能力
及び、仮説設定から先行研究の検討、調査・分析、発表にかかわる
技能と態度を身につけることを目標とする。

地域学部

【担当】鳥取大学地域学部国際地域文化コース

柳静我教授、岸本覚教授、李素妍准教授

【活動概要】

鳥取大学地域学部では「東アジアプロジェクト」
を進めています。海外で言葉や文化・生活習慣を高
い壁と感じないで一歩を踏み出せる人、必要な知識
と言語、現場・現地感覚を備えた人を育成するため
です。

中国（厦門大学）・台湾（高雄師範大学）・韓国
（慶煕大学校）の学生を鳥取大学に迎える東アジア
プログラムと３つの海外プログラム（中国、韓国、
台湾）があります。海外プログラムでは事前学習、
現地調査、事後発表を行います。また、留学生との
勉強会を通して中国語・韓国語の上達を目指します。

これらの活動によって「韓国・中国・台湾」とい
った枠組みではなく、仲間の顔が見える、生きた場
としての「東アジア」という新たな世界を発見しま
す。

東アジアプロジェクト
（東アジアの現場・現地感覚を持つ人材育成プロジェクト）

✐教育

文献での
学び

現場・現
地での
学び

語学力

中国語、韓国語

鳥取大学

高雄師範大学

慶熙大学

厦門大学

中国プログラム

韓国プログラム

台湾プログラム
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地域学部

【担当】代表者：丸 祐一（地域学部地域学科地域創造コース）

【活動概要】

てつがくカフェは、そこで得られた気づきを他の参加者同士で対
話/共有し、対話の空間がどのようにしたら生まれるのかを、そして
対話の空間の意義について考えることができます。この学びは、単
に対話の「テクニック」を学ぶだけでなく、哲学的な対話を通して、
自分自身や、自分の住んでいる地域その風土について、みんなで一
緒に考えることにつながり、それぞれの地域で「地域をつくる」と
はどのようなことなのかを考え直す機会にもなります。

西郷工芸の郷では、てつがくカフェとして「伝承」「変わる？変
えたい？変えるべき？」「対話をするってどういうこと？」という
テーマで話し合い、映像カフェでは、「『白磁』伝承者養成技術研
修会」記録映像、「映像で知る河原町の昔 「観光かわはら」視聴」
を行いました。このような活動を通して、同じ地域に住んでいるか
らこそ話題にしにくい問題について、いつもなら「聞くことのでき
ない意見」をお互いに述べ聞くことのできる貴重な機会となりまし
た。

工芸のある暮らしを育む社会人のための哲学講座
ー西郷工芸の郷で哲学カフェー

✐ 教育、研究、社会貢献

重要無形文化財「白磁」
保持者の前田昭博さんに
よる映像の解説

参加者による対話の風景

地域学部

【担当】代表者：岡村知子（地域学部地域学科国際地域文化コース）

【活動概要】

八頭町出身の夭折の歌人・杉原一司の研究

✐ 研究、社会貢献

手帳に書き残された歌稿

鳥取県八頭郡八頭町に生まれ育った杉原一司（1926－
1950）は、鳥取商業学校在学中に短歌に目覚め、卒業後は、
結社『日本歌人』主宰者であった前川佐美雄を師と仰ぎ、
塚本邦雄という盟友と出会うことで、歌人としての自己を
確立していきました。23歳という若さで病没したために、
現在ではほとんど忘れられた存在となっていますが、一司
の作品が掲載された雑誌の紙面や、塚本との間で交わされ
た書簡を追っていくと、同時代の全国歌壇において、短
歌・評論の両面にわたり新星として注目されていたことが
見えてきます。

本研究では、未発表資料を含む一司の全集を編纂するこ
とで、人権蹂躙の最たるものである戦争への批判意識が、
虚実や欲動／自制をめぐる難解な理論を生み、反抒情的な
歌として結実する一連の営みが、現代の読者・研究者に受
けとめられることを目指しています。
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